
【積算方法】

合冊工事 Ａ地区・Ｂ地区（複数地区を一括発注する工事）

Ａ地区（同一地区内で施工箇所が点在する工事）

箇所点在工事 100mを超える 100m未満 100m未満 100mを超える

積算書に計上する
経費及び価格等

(A)工事 (B)工事 （C)工事 (D)工事 (E)工事 (F)工事

積算工区Ⅰ 積算工区Ⅲ

直接工事費 ① (A) (E) (F)

共通仮設費 ②
（A）単独

×率
注)

（E）単独

×率
注)

（F）単独

×率
注)

　間接工事費

現場管理費 ③
（A）単独

×率
注)

（E）単独

×率
注)

（F）単独

×率
注)

工事原価 ④＝①＋②＋③

(A)工事 (B)工事 （C)工事 (D)工事 (E)工事 (F)工事

積算工区Ⅰ 積算工区Ⅲ

直接工事費 Σ①

共通仮設費 ⑤

現場管理費 ⑥

工事原価’⑦

一般管理費 ⑧

工事価格 ④＋⑧

積算工区Ⅱ

（A+B+C+D+E+F）一体

工事価格（④＋⑧）

（B+C+D）一体

（B+C+D）一体×率
注)

（B+C+D）一体×率
注)

「同一地区内で施工箇所が点在する工事の地区」と「単独工事の地区」を一括して発注する場合の積算例

(A)＋（B+C+D）＋（E)＋（F)
工事原価

積算工区Ⅱ

（A+B+C+D+E+F）一体×率
注)

（A+B+C+D+E+F）一体×率
注)

（A+B+C+D+E+F）工事原価’

（A+B+C+D+E+F）工事原価’×率
注)

注）(A)～(F)工事の直接工事費を合計し、それに占める工事費の割合が最も大きい工種の諸経費率

注）(A)～(F)工事の直接工事費を合計し、それに占める工事費の割合が最も大きい工種の諸経費率

Ｂ地区

（単独工事）
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